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一 

山
林
未
墾
土
地
の
買
收
基
準
が
、
傾
斜
十
五
度
以
内
と
な
つ
て
い
る
の
は
画
一
的
に
過
ぎ
て
、
実
情
に
則
さ
ぬ
場
合
が

多
い
。
当
該
地
方
の
実
情
に
応
じ
て
融
通
性
を
與
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

二 

昭
和
二
十
四
年
八
月
埼
玉
県
農
地
委
員
会
で
は
、
同
県
秩
父
郡
尾
田
蒔
村
の
未
墾
地
三
十
四
町
一
反
の
買
收
を
決
定
し

た
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
「
治
山･

治
水
」
を
理
由
と
す
る
同
文
の
印
刷
し
た
異
議
申
請
書
が
多
数
地
主
か
ら
提
出
さ
れ
、
昨

年
秋
頃
農
林
省
か
ら
も
特
に
技
官
を
派
遣
し
て
調
査
し
た
が
、
全
く
根
拠
の
な
い
反
対
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ 

た
。
し
か
る
に
不
可
解
に
も
一
箇
年
を
経
過
し
た
今
日
な
お
決
定
を
見
ず
、
去
る
五
月
に
至
つ
て
よ
う
や
く
そ
の
一
部
分

で
あ
る
十
三
町
二
反
だ
け
が
買
收
さ
れ
、
他
は
依
然
保
留
の
ま
ま
と
な
つ
て
い
る
。 

右
質
問
す
る
。 

農
林
当
局
は
か
か
る
不
法
且
つ
不
当
の
処
置
に
対
し
て
至
急
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
あ
り
と
考
え
る
が
如
何
。 

未
墾
地
買
收
に
関
す
る
質
問
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意
書 
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